
JP 2020-505342 A5 2021.3.4

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年3月4日(2021.3.4)

【公表番号】特表2020-505342(P2020-505342A)
【公表日】令和2年2月20日(2020.2.20)
【年通号数】公開・登録公報2020-007
【出願番号】特願2019-537357(P2019-537357)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   39/395    ＺＮＡＮ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ｃ１２Ｑ    1/02     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/09     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年1月18日(2021.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　がんを有する対象を治療する方法における使用のための、機能不全の腫瘍抗原特異的Ｃ
Ｄ８＋Ｔ細胞を特異的に標的化する、薬剤。
 
【請求項２】
　前記対象が、固形腫瘍がんに罹患しており、任意に
　（ｉ）前記腫瘍が、Ｔ細胞浸潤を許容するが、免疫治療には耐性を有する；または
　（ｉｉ）前記腫瘍環境が、機能不全の抗原特異的ＣＤ８＋Ｔ細胞を含む、
請求項１に記載の使用のための薬剤。
【請求項３】
　前記方法が前記機能不全の腫瘍抗原特異的ＣＤ８＋Ｔ細胞を抗４－１ＢＢ剤及び／また
は抗ＬＡＧ－３剤と接触させることを含み、任意に、前記抗４－１ＢＢ剤及び／または抗
ＬＡＧ－３剤が、抗体、抗体フラグメント、または抗体模倣分子である、請求項１に記載
の使用のための薬剤。
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【請求項４】
　前記方法が更なる治療剤の共投与を更に含む、請求項１に記載の使用のための薬剤。
【請求項５】
　前記更なる治療剤が、化学治療薬または免疫治療剤である、請求項４に記載の使用のた
めの薬剤。
【請求項６】
　前記更なる治療剤が、細胞治療、モノクローナル抗体（ｍＡｂ）治療、サイトカイン治
療、及びアジュバント治療からなるリストから選択される免疫治療剤であり、任意に
　（ｉ）前記免疫治療剤が、抗ＣＴＬＡ－４モノクローナル抗体及び／または抗ＰＤ－Ｌ
１モノクローナル抗体からなるリストから選択されるｍＡｂ治療である；または
　（ｉｉ）前記免疫治療剤が、樹状細胞治療及びＴ細胞治療からなるリストから選択され
る細胞治療である、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記更なる治療剤が、表２に記載の受容体の１つを標的とする、または前記更なる治療
剤が、ＰＤ－１、ＴＩＭ－３、ＯＸ－４０ＩＣＯＳ、ＴＩＧＩＴ、ＣＤ２４４、ＴＮＦＲ
ＳＦ１８、Ｎｒｎ１、Ｎｒｐ１、ＫＬＲＧ１、ＧＭ１５６、ＧＰＮＭＢ、ＧＰＲ６５、Ｔ
ＭＥＭ２０５、ＴＭＥＭ１２６Ａ、ＣＲＴＡＭ及び／またはＳｅｍａ７ａを標的とする、
請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記方法が、前記機能不全の腫瘍抗原特異的ＣＤ８＋Ｔ細胞を、表２に記載の受容体の
１つを標的とする治療剤と接触させることを含む、請求項１に記載の使用のための薬剤。
【請求項９】
　前記治療剤が、ＰＤ－１、ＴＩＭ－３、ＯＸ－４０ＩＣＯＳ、ＴＩＧＩＴ、ＣＤ２４４
、ＴＮＦＲＳＦ１８、Ｎｒｎ１、Ｎｒｐ１、ＫＬＲＧ１、ＧＭ１５６、ＧＰＮＭＢ、ＧＰ
Ｒ６５、ＴＭＥＭ２０５、ＴＭＥＭ１２６Ａ、ＣＲＴＡＭ及び／またはＳｅｍａ７ａを標
的とし、任意に、前記治療剤が、
　（ｉ）抗Ｎｒｎ１抗体、抗体フラグメント、または抗体模倣分子である；
　（ｉｉ）抗Ｓｅｍａ７ａ抗体、抗体フラグメント、または抗体模倣分子である；または
　（ｉｉｉ）抗ＣＲＴＡＭ抗体、抗体フラグメント、または抗体模倣分子である、
請求項８に記載の使用のための薬剤。
【請求項１０】
　（ａ）抗４－１ＢＢ剤、抗ＬＡＧ－３剤、抗Ｎｒｎ１剤、抗Ｓｅｍａ７ａ剤、及び抗Ｃ
ＲＴＡＭ剤のうちの１つ以上と、（ｂ）免疫治療剤と、を含む組成物であって、対象に治
療目的で投与されるように配合された、組成物。
【請求項１１】
　前記抗４－１ＢＢ剤、抗ＬＡＧ－３剤、抗Ｎｒｎ１剤、抗Ｓｅｍａ７ａ剤、及び／また
は抗ＣＲＴＡＭ剤が、抗体、抗体フラグメント、または抗体模倣分子である、請求項１０
に記載の組成物。
【請求項１２】
　（ａ）細胞集団からのＣＤ８＋Ｔ細胞を試験して、前記ＣＤ８＋Ｔ細胞がＬＡＧ－３及
び４－１ＢＢを同時発現しているかどうかを判定することと、（ｂ）抗Ｎｒｎ１剤、抗Ｓ
ｅｍａ７ａ剤、及び抗ＣＲＴＡＭ剤を投与することと、を含む、インビトロ方法。
【請求項１３】
　前記抗Ｎｒｎ１剤、抗Ｓｅｍａ７ａ剤、及び／または抗ＣＲＴＡＭ剤が、抗体、抗体フ
ラグメント、または抗体模倣分子である、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記細胞を、４－１ＢＢ及びＬＡＧ－３の同時発現について試験することにより機能不
全のＴ細胞を特定する方法。
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